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公ら方複の中
社導法式と国

完益
全計
な算
意は
味お
のこ
損な
益わ
のれ
処ず
理　’

は単
’

に

公会
社計
の証
級・愚

でを
統、お
一一 こ

的す
にだ

こと
縫・

れで
’

あ

みう
完ま
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1は　ての括・　明計会　五　ず件ばr産る
別こも基さ（1）し制をこ游そでかあ上隊し
系のよ準せ　て度構の人れあらい動に’
統表いでる公みは成人民でるすは下分ま
のにとあ゜社よ’し民公はかれ生不割た
管みさつ各のう連て公社’らば産’動さ単
理られて帳級゜社い社のま”隊』れ一体れて’簿のた管たはばずそ前iをのるあ
制るい各の帳だ理゜’あ最の者r移こる
によた単名簿し委い人い初面よ報行といくう
みに
ご　’

’ま公
れ社
ての
い級
たの
諸帳
部簿
門組
が織、

完に
全お
にい・
統て
合は
さ　’

れ郷
て（
い村
る）

　°級
帳財
簿政
組・
織商
に業
お・
い金
て融
は・
こあ
のる
よい
うは
な食
部糧
門等
別の
は従
完前

位称組　員わ民でにかり表原には
人・織こ会ゆ公あ生らも単則なご
民お　このる社る産い後位にりく・

　簿級部の指大
そ内に門も向隊

れ定てい制い生
のさはて定た産
具れ’はさ初隊
体る一省れ期の
的勘一略たの組
情定のす゜．き織
況科帳る分わを
に目簿
応はが
じ’設
て次定’

表さ
次のれ
表と　’
のおそ
組りれ
織でを
をあも
適るつ
宜

゜

て

にも公，
併ち社
合ろの
あんす
る　’べ
いこて
はれの
細ら収
分は支
化組を
し織包

級めも
さてつ
れ先単
て進位
い的人
るな民
三公公
級社社
にのが
わ一・い
けつく
てでつ’

あく
そつか
れた連
ぞ゜合
れ単し
の位て
帳人連
簿民社
組公管
織社理
をの委
説会員

例か客あ慮っ’

る　のかば大ら
゜　格も’隊に

ご各い後塵ば産
記生の者削あ隊
帳産方のかいと
単隊力1ばらはな
位規　 あの・つ
と模各い会従た
しの生は計前ば
・ 経産生組のあ
生済隊産織合い
産計相大を作も
隊算互隊な社あ
をを問をるがっ
r重のrべいた報視土報くく⑥
表す地表継っ゜
巣る＼生単承か前

河
南
省
上
察
県

　　当をい　　．差

が一然組く
大般’織っ
き的前すか
いな者るの
は条の゜生
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　　　　　　　　　　　　　　　　人民公社簿記の『土洋結合』

上游人民公社における公社の級の帳簿および勘定科目表

帳簿の名称 勘定科目1 帳簿の名称 勘定科目

」　公有財産

2　基本建設投資

3　在庫物資

4　公社基金

5　公社収入

役　畜

繁殖畜禽

機械設備および農
具

副業工具および運
搬用具

家屋建造物および．
水利設備

家具および文化福
利設備

果樹および立木

その他の公有財産

建築工程支出

大修理支出

生産物

種　子

飼　料

肥　料

材　料

消耗品

その他の物品

公共積立金

出資金

予備食糧基金

商業流動資金

信用資金

工業収入

農業収入　　　　1

商業収入

サービス業収入

食糧企業収入

金融利息収入

副業収入

牧畜業収入

林業収入

6　公社支出

7　上　納　金

8　下級経費支出

9　貨幣資金

10部門間取引

11収入分配

文教衛生事業収入

郵逓事業収入

その他の収入’

前年度繰越収入

国家予算め受みれ

工業支出

農業支出

林業支出

牧畜業支出

商業支出

食糧管理費支出

水利支出

副業支出

郵逓事業支出

交通支出

文化支出

教育支出

賃金および生活費

科学研究支出

衛生支出

公共福利支出

行政管理支出

その他の支出

債務支出

銀行預金ヒ

手持現金

銀行借入金

未収金

未払金
（決算科目〉
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るを公済確け帳　た収算　関とは　く全゜一

採社効にれが具上入（さ係づ内た人に
ご用の果かばお体’欄毎ら・く部だ民否
こし特のつなご的公へ年にい公関’公定
でて殊追能らなな社転末’わ社”係政社さ
はいな求率なわ経管記）こゆとと社会れ’

る経を的いれ済理しはのる国し合計て
次の済規に’°る活委”公r家て一のお
節で組制組会゜動員ま収社一の処し基り
の’ 織す織計記n会た入で包パ理た本’
収一をるす証帳財が公分は』イすと的そ
支般反手る愚の務各社配’関プるい性れ
式的映段こおの収科支帳幹係でこつ格ら
簿なしととよち支目出簿部があとてのは
記貸てしはびに事へ帳をお反りはもあ勘
に借特て”財は実の簿もよ映’で’ら定
つ複殊機記務“’が配めちびさごき人わ科
い式な能帳諸適発分残い大れのな民れ目、
て簿形すの表時生を＼高て衆る帳い公での
　　　　　　　　　　　　　　゜社あレの記式る’正のにす決をおの⑨簿
論とをた確形そる定収こ会・°に第は盈べ
述比そめ性式れとす入な計
の較なに．を・ら’る分わ技
便しえ’保まを一
宜ててき障た総定
上’いわす会括の’

そるめる計し形
そのばてた証．て式
れ形か重め慧財に
房釜集萎存卜権考
具よは問で帳況証
体びな題は簿を葱
磐霧く・慕隔管
形き前る’財面と
式に述゜会務かつ
のおのこ計諸らき
一 いよれ制表反’
端てうら度を映一
を原にの自連す定
し則こ証体結るの
め’的の愚がす財手
しな公お全る務続
て差社よ面手諸き
お異でび的続表に
くがは諸かきがし゜

み収表つを作た
　い支は最厳成が、
　だ式’大密さつ
　さ簿人の・れて
　れ記民経正な記

゜

配れ術
帳る水
簿゜準
のつに
支ま照
出り応

転算’
記日収
いく嚢

そ公簿
の社記
差収を
額入課
を帳用
本簿し
年のて
分残い
配高・る
総を゜
額収し
と入た
し分が
て配つ
確帳て
定簿’

　しの決

は七あ　，ル
’

番く　で
集目ま　は
団ので　 じ

所r集　め
有上団　て
制納所　季
と金存　 り

全』制　わ
人帳単　れ
民簿位　登
所はで．　　。
有’あ　ご
制こり　の
のの　　　こ
関意し　と
係味た　嫉
・でが
つ人つ　政
ま民て　社
り公’　合

財本と　多
政質公　角
と的社　経
国なの　営
家性財　に
財格政　も
政に関　ζ
のも係　つ
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人民公社簿記の『土洋結合』　’

収入（支出）転記伝票
収入・支出 金　　額前日

残高

収入（支出）科目

年月日

相手科目

摘　　　　　　　　　要 金　　　　　　　額
一

合　　　　　　　　　計
1

本日｛堕～°支出

残高

金　額

。 に

治つ
よい’
びて
公い
社う
収と
支’
明主
細要
表な
のも
三の
つに
が財
あ務
り収

’

支

そ対
れ照
ぞ表
れ・
の会

総諸　 還動となり摘の物’あてはのば証
表表　元も完つ’要証資収い原帳内送愚

し’全て入欄慧引入重則簿部状は
てかにい金はも渡転要的にで・　’
記な同る伝’す指記なに代作領原
帳ら一゜票品べ図伝の整替成収始
すず形転は名て書票は理ささ書証
る現式記’・完が・　’証れれ・愚、
と金な伝一単全あ支整慧るた手と
U？収の票片位にる出理にも証形整
っ支はにを・同゜　　　　　　　　転証書の愚等理収が’収入数一一上記慧きででの証
支介現入金量形図伝のなああ外慧
式在金と原・式は票形おるつ来と
簿し収支単単で転・式さ゜て証に
記た支出位価あ記入とれ原’　　　　　　　　　　　　　慧わのもをのにのる伝金組る始記をけ¶
思のと区保各゜票伝織も証帳いら
考とも別管欄たの票での愚のいれ
方想ながすにだピ・あでは根’る
法定わあるた物ナ出るあ’拠後゜
のしなりたて資形金゜るそと者前
反・い’めわ引で伝整かれなは者映現経　出　に　り　渡　あ　票　理　ら　に　り　＼は　　　　・

で金済入二さ指る・証’も’計’
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人民公社簿記の『土洋結合』

財務収支対照表
年　 月分

月籾在高 本月発生額 月末在高帳　　　　簿

（勘定科目） 収入1支出 収入i支出 収利支出

…一

会計情況総表
　年　月　日作成

r

　　　　　　　　　　皿収　　　　入　　（資産）
一

　　　支　　　　出　　（負債）

亀定科劇鰭在副期末鯖 鳥定科目目輔在高陣末舗

一一一一

公社収支明細表
　年　　季分

項　削収支網 計画数　実　績　達成率（％）
i

　　さ期点社作四布る始しは会三日検科財ヒ
　　れご検の成半情゜証て’に通ます目務ナ
　　るとす経さ期況会慧保会管のでるご収形
　　゜ある済れごを計と存計理うにたと支は
　　いるた財るとみ情照さ部資ち前めの対上
　　ういあ政゜ある況合れ門料’月の財照に
　　まはの活公るた総し’にと一の月務表し
　　で年も動社いめ表ての元し通分報工はめ
　　も末のを収はのは併こ帳てはがで作’す
　　な’決で計支年も’合りに提’三あのぞと
　　く算あ画明末の資表のか出公通つ執れお
　　’のつと細決で金が一わさ社作て行ぞり
　　収さて対表算あ収作通るれ管成’結れで
’　　支い’照はのつ支成はも’理さ当果のあ
　　式作四し’さてのさ’の一委れ月を勘る
　　簿成半て公’い’分れ原と通員る三点定゜
　　　59



人民公社簿記の『土洋結合』

さ要　えと算の出　物重記者一な段’記
らな勘よ’単帳納（2）資要入は部基階みで

　を　織
　栽若に
　培干つ
　しのい・
　て科て
　い目は
　るを’
　大条公
　隊件社
　ににの
　お応級
　いじの
　ててそ
　はされ　　’らに
　農に準
　業細ず
　収分る
　入化と
　のすさ　’科るれ
　目よて
　をうい
　小指る
　麦示゜
　　・さた
　高れだ
　梁て若　　・い干
　薯るの　“類゜不
・　等た必
　にと要
　分えな、　割ば科
　し’目
　て農は　記業使
　帳生用
　す産せ
　るをず　　゜主’
　　とま
　　した　　　’必

　そじ細のにつ在異いつは以現
生のて帳級一で庫なるて’外金

の内る材組ま公細同出し産の目
組部こ料織と社表一入たを級を織でと明　めのは形簿が主めも
規処に細　ら倉’さ．はつと重つ
模理な帳生れ庫公　

’

　　　　　　　　　　てし要複
・せつ・産’出社に保’なな式
おずてお大品入収も管収が帳記
よ・いよ隊名簿支と場穫ら簿帳
び完るびの・を明づ所後すお法
当全゜公級規集細いこのべよを
時なご共の格計表てと農てび採
の経の財帳。しと記に産の財用
幹済こ産簿単て対帳そ物生務す
部計と明組価四応すなの産諸る
さ算は細織・半しるえ管部表な
らは’帳は金期て゜ら理門とら
に公一の’額ご’たれを・しば
は社つ四公のと人だ’主サて’
大のは帳社順あ民こそと1はこ
衆級’簿のにる公のこすビ’れ
ので初を級記い社帳のるス倉，ら
会完期軸と載はの簿保保お庫諸
計結人とくさ年経で管管よ出表
技す民しられ末済は員・び入の
術る公’べる決活’が配行簿収
水と社そて゜算動数入給政お支
準いにのず　 の情量庫業部よは
かうお他つ　さ況が指務門び均
ら管い必と　いを記図はを在衡
し理て要簡　作会入書’包庫す
て原はが略　 成計さお人括物る’

則’あ化　さのれよ民し資で
当が生るさ　れ側るび公’明あ
然と産ばれ　　る澗だ引社社細ろ
でら大あて　

゜

かけ渡管会表う
あれ隊いお　そらで指理生が゜
つては公り　の認’図の活あ
たい独社’　形識金書重のる
とた立の現　式す額（要巨゜
いこ計級金　はるは両な大現
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記　帳　伝　票

添付証慧　 枚 年　月　日 No．

収　　　　入 支　　　　出
摘　　　　要

一

科則丁数 科目け数
数　　量 金　　　額

1

一

　もでわて　 たか財生食入ああいは会
（3）そ作なは生こら産産糧さたたる一計現
　の成い帳産と生明1ごをれりる゜日責金
生形さ記簿大か産細必はる’°収一任出
産式れ帳が隊ら大帳要、じ゜材在支頁者納
隊おる事現の’隊になめ公料庫明をが帳
のよ財項金級そがつ原と社の材細あ現は
級び務に出での実い材すの種料帳て金’
の内諸は納使管質て料る級類明は複・大
帳容表’帳用理的は物主でご細’写伝隊
簿’はとす以さのな’資要物と帳公式票出
組’しべ外れ必占特お物資には社を・納
織公ててはる要有殊よ資と一’の採お員
　社は上収会上権なびはい項公級用よが
　の’図支計’を大当公い目社でしび出
こ級財の明証そも型面社大にのは’現入
のの務よ細愚れち設のの隊ま級各そ金金
公そ収う帳はが’備消級のとの帳の出伝
社れ支なに’大そな費が級め倉簿複納票
でに対記一公隊のい材掌で’庫に写日に
は準照帳本社の補し料握材項出分分報も’

ず表伝化の級修機だし料目入割がをと
生るお票さ級でお材け’とこ簿記現検づ産

、隊

が

tail

報
表
単
位
』
と

さ

れ

て
お
俊
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よがれの作よをで大いとと帳金収い’
びもても成びのあ隊うに在さ出すて
在ちいのさ新そつのの出庫れ納る記’
庫いるがれ調いた級は入物て日゜帳
物らた準たにてたが’庫資い報こし
資れめ用のつ’め掌初順明たにの’
明てにさでい主で握期に細もな公毎
細い’れあて要あし人数表のる社日
表る現るうもなうて民量ををよで業
が゜金がう責生うい公お総総うは務
あま収
るた支大゜

生を隊
い産とに
ず大もお
れ隊ない

任産　 た社よ合合に　終
を手さのにびしし工現了
も段らはお金たた夫金後
つはに当い額も元さ出’
て当公面てがの帳れ納大
い時共のは記ににて帳隊



人民公社簿記の『土洋結合』

程う　　伝つすけば金　その直委部隊生
度゜そ以票いるす手・生の帳接任分の産
人前れ上等て科る持回産ま簿掌さは級隊
民述でがをは目の原転隊ま組握れ’のの
公しは’も’でで材資のの織でる生記内
社た’生ち説あ’料金級かにき゜産帳部
会八も産い明るその・のた包なま大とで計項う隊なの　゜の価お勘ち括いた隊計’は
の制一をい要上明格よ定でさ゜一が算経
計度つr°は納細変び科はれ生部直に済
算をの報生な金を動部目生て産分接必計
組も生表産いはこに門を産い隊の執要算
織つ産単大で’のよ間具大るが収行なを
を河大位隊あ前科る取体隊勘記入す会お
類南隊』へろ記目差引的の定帳はる計こ
推省をとのうのに益のに級科し’の資な
で長rす報゜そ記金七いめ目・生で料わ
き葛報る告この録・科う勘は報産あをな
る県表帳にれ他す廃目と定’告隊るとい
と増単簿はらのゐ品で’科生表ががり゜
お福位組’の収゜処あそ目産に実’まし
も廟』織各記入管分るのと隊ま質一とた
わ人との科帳を理益゜他はのと上部めが
れ民し一目は大費金そのな級め占分てつ
る公・っの’隊はなの収らにる有の報て
の社生の残一に’ど他入なおのし支告’
での産典高冊上生をの・いいはて出す生’

ば隊型のの納産さ収小゜て’いはる産
前あの・み収す隊す入型　記こる’に隊
者い級上を支るの゜と農　録の部生との
とでで游表明さ事小い具　す部門産ど級
のあ基人示細い務型うの　る分な大めに
差る層民し帳’費農の購・必にい隊らは
異⑩計公たの一や具は入　要つしかれ体
を゜算社表上た旅購’お　 はい財らる系
指たをのがにん費入生よ　なて産一゜的
摘だお事作おこな修産び　くのに括生な
すここ例成このど理隊修　、’みつ支産帳
るこなでさな科の費の理　までい給隊簿　．
のでうあれわ目仮は生費　たあてさに組
には典るるれに払’産・　生る発れお織
と’型゜°る振の大収管　産゜生生けは
ど前的　　が替領隊入理　隊つし産るも
め述事”え収か以費　のま’隊支うるの例　　記るおら外・　級りこに出け゜

とを　、　帳゜よ一の上　の’の具おら
　こ紹’　に以び定収納　勘生部体よれ
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　　　業務事例　　　　　　収支複式簿記　　　　　　貸借複式簿記

1，　公社が信用部預金か　　（収入）信用部預金120元　（借）手持現金120元

　　ら現金120元を引出　　　（支出）手持現金120元　　（貸）信用部預金120元

　　す。

2．　公社が生産大隊に現　　（収入）季持現金200元　　（借）内部流通300元

　　金200元。食糧100元　　　　　在庫物資100元　　　　（貸）手持現金200元

　　を支給する。　　　　　　《支出）内部流通300元　　　　在庫物資IOO元

3，公社経営あ工場が製　　（収入）仕掛品600元　　　（借）完成品600元・

　　品600元を生産する。
　　　　　　　　　　　　　（支出）完成品600元　　　（貸）仕掛品600元
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　　　　式し内か複みんたがこ適　だ水性のき
　　　収簿せにら式らでの確と当rい準に拡わ
　　　支記まお貸簿れいで認’で土にに依大め
　　　式のつい借記るたあさ技あ洋貸照拠とて
　　　簿大たて複へが絹るれ術る併借応す業不
　　　記衆問も式の’　　　　　　　　　　土⑧た的か挙複しる務合

　　　　　　　　　　　つ　　　褒筐裏詳馨募tr劣頂実馨馨塑蒋毒漂稚巻
　　　簿よて証・法後針r躍多が般さ記’すざ
　　　記つい愚つににが土進角あ的せの技れる
　　　へてた類まつ発一洋と経つによ採術ばを
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　　　体躍対び民ふれに』政経そさす普難ほく
　　　的進の財公れた承は治済レれる及がどすtt
　　　な1面務社た人認当情’組てる方をあそる
　　　1移人か．諸簿も民さ然勢織’ま針みつの゜
　　　行民ら表記の公れ同にでそでがとた優反
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　　　般の’がはのの’支る民に人た’矛発貸
　　　に大当不’はr武式た公お民゜他盾揮借
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　　　をるこい記映す表簿の貸記貸簿の’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化に　　　へ必のとがしるさ記大借の借記階現運理
　　　て要よい併た諸れへ衆複方複に梯段動論
　　　おがうう存も論たの性式が式おと階の的
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3・　収支式洋式改良帳簿　（1）

人民公社簿記の『土洋結合』

月副科目 　一非現金収支i　現金収支摘　要
収入1支出1収入1支出1残高

4・　収支式洋式改良帳簿　（2）

月日困則摘要1支出 収入隊高

1・

5・　貸借式への過渡的帳簿

月日困目摘要借方1貸方陸高
F
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